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御殿場市のスポーツ情報を網羅するホームページを運用。
今年度は新たなコンテンツを追加し、情報をより充実させ、ホームページの認知度を上げ
ていく。

ホームページの管理運用・更新

昨年実績からカテゴリーごとの記事数の均一化を目指しカテゴリーを整理。

①サイクリング

②ゴルフ

➂乗馬・馬術

④アウトドアスポーツ

⑤空手

⑥スポーツライフ

（市民向け情報）

①サイクリング

②ゴルフ

➂アウトドアスポーツ（乗馬・馬術/UTMF・ちいさなUTMF/モルック）

④空手

⑤モータースポーツ

⑥スポーツライフ（市民向けイベント情報）

⑦スポーツ活躍情報（応援アスリート/市民）

⑧御殿場市の施設情報（合宿施設・イベント開催施設ほか）

○スポーツ活躍情報⇒応援アスリートや市に所縁のある選手、市長表敬者の活躍を紹介するページ

○アウトドアスポーツ（モルックなど）⇒市内で新たに開催されるスポーツイベントや、市で活動しているチーム

などを紹介するページ

○御殿場市の施設情報の紹介⇒合宿の開催やスポーツイベントの開催に必要な情報を提供 ほか

新たなコンテンツページの追加等
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ロゴマークやスタンプの使用、広報グッズを製作・販売し、市内へのPRを継続していくと
ともに、効果的なノベルティグッズの制作、配布を行うことで市外に向けたPRも実施して
いく。

スポーツタウン御殿場ロゴマークの活用

広報商品 ノベルティグッズ

ロゴマーク スタンプ

イベント等で配布できるノベル
ティグッズを制作し、広い広報
を実施

身に着けたり、店舗利用できる広報
商品販売により多角的な広報を実施

・ロゴマーク入りポロシャツ

・ウェットティッシュ など

（参考：2020年作成）

・福祉事業所制作
ロゴマーク入り市産材使用
サイクルラック
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10月22日（日） 募集定員：最大1,500人 ※スポーツ庁補助金の採択により実施

樹空の森～富士山富士宮口５合目まで登る日本最強クラスのヒルクライム。

距離27.1km、獲得標高1,666m。オリンピック開催会場決定を記念し2019年創設、今回で２回目。

全国のサイクリストにサイクリング好適地であることをＰＲし、来市者には再来訪したく
なるおもてなし事業を実施。また併せて、市民が自転車に乗る機会を創出する。ふるさと
納税制度を活用し、イベント参加＋宿泊プランを創出、まちづくりの財源としたい。

サイクリングイベント開催・支援

10月１日（日） 募集定員：最大2,000人

樹空の森を起点に反時計回りに富士山を１周。６箇所の休憩所でB級グルメを楽しむことができる。

距離約120km、獲得標高1,744m。オリンピック開催会場決定を記念し2019年創設、今回で４回目。

富士山１周サイクリング 主催：(一社)ルーツ・スポーツ・ジャパン 共催：御殿場市

富士山ヒルクライム 主催：(一社)ルーツ・スポーツ・ジャパン 共催：御殿場市

９月開催予定

地元のサイクリストがコースを案内し、地域グルメを堪能できるガイドサイクリングイベント。

地域の魅力を存分に紹介できるツーリズム性の高いイベントとして開催を支援。

富士山グルメライド 主催：富士山ごてんばサイクリングプロジェクト 後援：御殿場市
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サイクリストを理解し温かくもてなす地域社会を目指し、市民が自転車に親しむイベント
やサイクリストの受入れ環境を整備する。また、市域を拠点とする自転車チームや企業と
連携したサイクリスト誘客に取り組む。

サイクリスト受入れ環境の整備

10月１日（日） ※富士山１周サイクリング（富士いち）イベントと同時開催

子ども向け自転車教室や飲食出店など、市民が自転車に親しむ催しを実施。富士いち参加者のおもてなし

を兼ねる。今回で３回目の開催。富士いち参加者がゴールをする午後に開催し、両イベントの相乗効果を図る。

GOTEMBA CYCLE FESTA

来市するサイクリストを温かくもてなす環境を検討し整備を行う。サイクルラック設置などのハード面や、

サイクリストを歓迎する機運の盛り上げ、サイクリストが必要とする情報の発信などソフト面も整える。

サイクリスト受入れ環境の整備

自転車チームや企業と連携したサイクリスト誘客

御殿場市を拠点として活動するサイクリングチームや自転車での地域活性化を図る地域団体・企業、市内

のスポーツ自転車販売店、サイクリング施設を持つ企業と連携し、サイクリスト誘客を図る。
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スポーツイベント誘致・開催支援

ウルトラトレイルマウントフジ（UTMF）

これまでの取り組みや人脈を活用、効果的な情報発信を行い、イベント誘致を実施。
また、広報やイベント参加などのイベントの開催支援を継続して行い、スポーツ客
の市内回遊・滞留促進による市内の経済活性化を図る。

ちいさなUTMF

4月21日（金）～4月24日（日）

会場内（富士急ハイランドコニファーフォレスト）にPR

ブースを設置（4月20日（木）～24日（日））※新規

モルック大会

時期未定

市民が出場でき、ツーリズム性も高い全国規模のモルッ

ク大会を地元モルックチーム「NAKA-möl Gotemba」

(高根地区)が開催予定。開催支援や協力を行い、市民の

スポーツ振興および来市者の市内回遊、滞留促進を図る。

9月10日（日） 会場：未定

本市PRブースの設置、地元産品を景品として提供。
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スポーツイベント誘致・開催支援

ハッスル☆マッスル 忍者 御殿場公演

5月5日（金）～5月6日（土） 会場：御殿場市民会館

・トップアスリートやギネス記録保持者が己の限界に挑戦

して、観る人を元気にする来場者参加型の筋肉エンター

テイメント。

・東京2020オリンピック空手競技出場の佐合尚人氏の出演

や市民による前座パフォーマンスを予定。

・広報協力等を行い、多くの市民がトップアスリートを見

る機会とする。

スポーツイベント誘致の強化

イベント主催者が必要とする施設情報をホームページに追加、

また、宿泊や観光などテーマごとの検索を円滑にし、スポー

ツイベント・合宿誘致の強化を図る。
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スポーツイベント誘致・開催支援、トップアスリートをみる機会の創出

近隣で行われるスポーツイベント

ツアー・オブ・ジャパン富士山ステージ（自転車）5/26

富士山サイクルロードレース（自転車/富士）

プロゴルフツアー

モータースポーツ

ハッスルマッスル 5/5・5/6

富士登山駅伝 8/6

しずおか市町対抗駅伝 12/2

KMFC（東京2020大会レガシー空手大会） 12/3

箱根駅伝、富士山女子駅伝（富士・富士宮）

アスルクラロ沼津（サッカー）ホームゲーム※市民無料試合

ベルテックス静岡（バスケット）県東部地域開催ゲーム

２０２３年度に開催される国際的スポーツイベント

世界陸上競技選手権大会（ハンガリー/8月）

FIFA 女子ワールドカップ（オーストラリア/7月-8月）

ラグビーワールドカップ（フランス/9月-10月）

トップアスリートをみる機会の創出 応援アスリート・市民などの情報発信強化

応援アスリートや市民トップアスリート、市長表敬者の紹介

ページをスポーツタウン御殿場ホームページに開設する。

応援アスリート（市に所縁あるオリンピック・Ｗ杯出場選手）

林 伸伍選手（馬術）、川野 将虎選手（競歩）

遠藤 純選手（サッカー）、佐合 尚人選手（空手）

足立 和也選手（カヤック）、空手イタリア代表チーム

市に所縁のある選手（市民トップアスリート）

芹澤 信雄選手（ゴルフ）、宮本 勝昌選手（ゴルフ）

林 想選手（スポールブール）、和田 貴裕選手（モルック）

ジュリアーノ・アレジ選手（モータースポーツ）

御殿場西高等学校空手道部（OB・OG含む）

池谷隆太選手（自転車）

JFAアカデミー出身選手、大学陸上部所属選手 など

市長表敬訪問者

市内団体が行うスポーツツーリズムイベント支援

市外から100人以上の集客が見込めるスポーツイベントに対し助成や広報活動などの開催支援を行う。
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大会レガシーを活用したまちづくりを推進していくともに、トップアスリートとの交流
実施し、アスリートの技術や経験を地域に還元し、スポーツ振興や共生社会の実現を目
指していく。

東京２０２０大会レガシー推進事業

トップアスリートとの交流 スポーツを通じた共生社会の実現

誰もが参加できるスポーツを活用した交流

パラリンピアンとの交流やパラスポーツ体験

御殿場市応援アスリートとの交流

オリンピアンとの交流



サイクルスポーツのまちづくり

市民の多くが自転車に親しむ文化の創造を目指し、サイクリングイベントの活用や自転車
競技を見る機会を創出する。東京2020大会ロードレース会場として協働した県内自治体
と連携したサイクリスト誘客やイベントの開催のほか、未来を創る子ども向け事業を行う。

静岡県、小山町、裾野市との連携事業 ※【資料７】に詳細記載

市単独では実施が困難な広域事業や、静岡県が行うインバウンド事業との連携を実施

・富士山１周サイクリングの拠点としてのＰＲ、通年の誘客

・日本最大規模の自転車イベント観戦ツアーの造成

・静岡県が出展するアジア最大の自転車の祭典での富士山麓のＰＲ

キッズバイク教室の開催

会場：市内の就学前施設

こども園や幼稚園、保育園を訪問し、キックバイク教室を開催。子どもたちに自転車の楽しさを伝え、

乗るきっかけを創出する。訪問にかかる経費の一部をスポーツタウンで支援する。

13

主催：富士山ごてんばサイクリングプロジェクト



空手のまちづくり

市民の誰もが空手を語れるまち、全年代で空手トップ選手を輩出し続けるまち、国内外か
ら空手合宿や空手体験に訪れるまちを目標に推進。2022年度に創設した空手道ＫＭＦＣ
を中心に、空手道を教育、文化、経済の活性化に繋げていく。

第２回 空手道Karatedo Mt.Fuji Junior Championship in Gotemba（KMFC）

12月3日（日） 主催：スポーツタウン御殿場推進協議会 競技主管：御殿場市空手道連盟
・第１回大会で築いた世界空手連盟、全日本空手道連盟、静岡県空手道連盟との連携を継続し、
第２回大会を実現。

・第１回大会で好評だった世界基準のルールや種目分け、空手の魅力を伝える演出を継続。
・出場選手は、御殿場西高等学校の協力により全国の強豪校に出場を打診。

第２回大会の変更点
・全国高等学校体育連盟空手道専門部に新たに協力を依頼し、インターハイ男女個人組手優勝者を招聘。
・更に、今年度新設されたホストタウン国際交流の助成金（スポーツ振興くじ）を活用し、イタリア総
合格闘技連盟に高校生 代表選手の派遣を依頼。イタリアとの交流の継続を行う。

・大会コンセプト「世界での活躍を目指す高校生のステップアップとなる大会とする」の実現を推進。

御殿場西高校空手道部との交流事業

4月15日（土） 会場：御殿場西高等学校空手道部道場
第２回空手道ＫＭＦＣの機運醸成のため、また、御殿場西高等学校空手道部に憧れる子どもたちを
創出するために実施。
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空手のまちづくり

市内道場を活用した空手ツーリズム

国内外から空手合宿や空手体験に訪れる人が増えることを目的にスポーツタウン御殿場ホーム
ページに掲載している市内道場の合宿や体験情報を活用しながら誘致、受入を行っていく。

御殿場市応援アスリートなどを活用した交流事業

空手選手への憧れや空手未経験者が空手を知る機会を創出することを目的に、御殿場市応援ア
スリートなどを活用した交流事業を実施していく。

室伏広治スポーツ庁長官の視察

5月～６月を候補に調整中
視察先候補：御殿場西高校、御殿場市体育館、東京2020大会レガシー銘板、馬術・スポーツ

センター などを予定
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